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［
計
画
課
］
林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局

で
は
、
世
界
的
に
も
希
少
で
貴
重
な
存

在
と
な
っ
て
い
る
天
然
の
ヒ
ノ
キ
、
サ

ワ
ラ
等
の
温
帯
性
針
葉
樹
林
を
「
森
林

生
物
多
様
性
復
元
地
域
（
愛
称
：
木
曽

悠
久
の
森
）
」
に
設
定
し
、
天
然
林
の

保
存
と
、
人
工
林
か
ら
天
然
林
へ
の
復

元
を
図
る
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
「
木
曽
悠
久
の
森
」
は
、
温
帯
性
針

葉
樹
林
が
ま
と
ま
っ
て
分
布
す
る
エ
リ

ア
を
つ
な
ぐ
形
で
長
野
県
上
松
町
、
王

滝
村
、
大
桑
村
、
岐
阜
県
中
津
川
市
に

わ
た
る
国
有
林
に
設
定
し
て
お
り
、
そ

の
面
積
は
一
万
六
、五
七
九
㌶
に
及
び

ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
大
径
の
天
然
木
曽
ヒ

ノ
キ
林
が
広
く
残
さ
れ
て
お
り
、
古
く

か
ら
築
城
や
神
社
・
仏
閣
の
用
材
を
供

給
し
て
き
た
ほ
か
最
近
で
は
森
林
浴
や

キ
ャ
ン
プ
で
も
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
に
人
々
と
の
関
わ

り
の
中
で
息
づ
い
て
き
た
「
木
曽
悠
久

の
森
」
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
県
内
外
か
ら

六
十
五
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
最
優
秀

賞
と
し
て
名
古
屋
市
熱
田
区
の
青
木
美

智
子
さ
ん
が
赤
沢
自
然
休
養
林
内
で
撮

影
し
た
「
悠
久
の
森　

太
古
か
ら
の
ぞ

く
」
が
、
そ
の
ほ
か
優
秀
賞
五
点
、
入

選
五
点
の
十
一
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
平
成
三
十
年
五
月
二
十
七

日
に
木
曽
郡
上
松
町
赤
沢
自
然
休
養
林

赤
沢
森
林
交
流
セ
ン
タ
ー
前
で
「
第

五
十
五
回
赤
沢
森
林
浴
大
会
（
春
の

部
）
の
開
会
式
」
と
と
も
に
行
わ
れ
、

表
彰
式
で
は
上
松
観
光
協
会
理
事
な
ど

か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
る
と
と
も
に

副
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

［
総
務
課
］
旧
帝
室
林
野
局
木
曽
支
局

庁
舎
お
よ
び
収
蔵
資
料
群
が
二
〇
一
七

年
度
林
業
遺
産
（
№
二
六
）
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
該
庁
舎
は
、
皇
室
財
産
で
あ
っ
た

木
曽
谷
一
円
の
御
料
林
を
管
理
し
て
い

た
庁
舎
で
、
昭
和
二
年
に
最
初
の
庁
舎

が
大
火
で
焼
失
し
た
た
め
再
建
さ
れ
た

も
の
で
、
当
時
最
先
端
の
装
飾
美
術
の

ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
の
建
築
意
匠
が
隋

所
に
見
ら
れ
、
三
方
に
ア
ー
チ
を
持
つ

玄
関
の
車
寄
せ
や
屋
根
中
央
の
八
角
の

塔
屋
が
特
長

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十 

二
年
に
木
曽

町
が
地
域
振

興
の
活
動
拠

点
を
目
的

に
、
中
部
森

林
管
理
局
か

ら
取
得
し
、

新
築
時
の
図

面
に
基
づ
い

　

受
賞
作
品
は
、
赤
沢
森
林
交
流
セ
ン

タ
ー
研
修
室
及
び
中
部
森
林
管
理
局
玄

関
ホ
ー
ル
に
一
か
月
程
度
展
示
し
て
い

ま
す
。

　

林
野
庁
中
部
森
林
管
理
局
で
は
、

「
木
曽
悠
久
の
森
」
の
保
存
や
復
元
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
適
切
な
利

用
を
通
じ
て
木
曽
地
域
の
振
興
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
も
皆
様
に
「
木
曽
悠
久
の

森
」
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
催
し

を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、「
木
曽
悠

久
の
森
」
を
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
て
く
だ
さ

い
。

最
優
秀
賞
作
品

　

中
部
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
他
の
入
賞
作
品
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

（http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/
chubu/keikaku/kisoyukyuunom

ori/
h30-syasinkontesuto.htm

l

）

悠久の森　太古からのぞく

第
二
回
「
木
曽
悠
久
の
森
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
実
施

第
二
回
「
木
曽
悠
久
の
森
」

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
を
実
施

旧
帝
室
林
野
局
木
曽
支
局
庁
舎

林
業
遺
産
に
選
定

昭和二年に立て替えられた庁舎

受賞者の皆さん
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［
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］
五
月
十
四

日
、
木
曽
町
城
山
国
有
林
で
地
元
の

「
城
山
史
跡
の
森
倶
楽
部
」
と
連
携
し

て
電
気
柵
の
設
置
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

城
山
国
有
林
で
は
、
長
野
県
の
希
少

野
生
動
植
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
サ

ユ
リ
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク
ヤ
ク
等
が
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
食
害
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
希
少
植
物
を
保
護
す
る

た
め
、
平
成
二
十
八
年
度
か
ら
電
気
柵

の
設
置
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
、
同
倶
楽
部
か
ら
多
く
の
会
員

参
加
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
当
初
計
画
し
た
五
月
七
日
が

雨
天
の
た
め
作

業
を
延
期
し
た

こ
と
も
あ
り
、

倶
楽
部
か
ら
の

参
加
者
は
四
名

と
例
年
に
比
べ

て
少
人
数
と
な
り
ま
し
た
。

　

足
場
の
悪
い
中
で
の
作
業
で
し
た

が
、
電
気
柵
設
置
も
三
年
目
を
迎
え
た

こ
と
で
支
柱
設
置
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
取
り

付
け
の
作
業
な
ど
、
協
力
し
て
手
際
よ

く
進
め
ら
れ
、
予
定
し
た
四
箇
所
の
設

置
を
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
は
春
先
の
陽
気
も
手
伝
い
、
例

年
よ
り
十
日
程
度
開
花
が
早
ま
っ
て
い

ま
す
。
城
山
史
跡
の
森
に
訪
れ
る
訪
問

者
の
目
を
い
つ
ま
で
も
楽
し
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
も
貴
重
な

植
物
の
保
全
活
動
を
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

 

［
東
濃
署
・
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
］
五
月
十
五
日
、
東
濃
署
管
内
の

湯
舟
沢
国
有
林
に
お
い
て
「
低
コ
ス
ト

再
造
林
に
係
わ
る
現
地
検
討
会
」
を
開

催
し
、
職
員
ほ
か
請
負
者
を
含
め
十
三

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
検
討
会
は
、
緩
効
性
肥
料
を

用
い
た
ヒ
ノ
キ
コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
低

コ
ス
ト
再
造
林
の
た
め
の
育
苗
及
び
初

期
保
育
技
術
の
開
発
の
た
め
、
七
百
日

の
緩
効
性
肥
料
使
用
の
有
無
と
下
刈
り

の
有
無
に
よ
る
成
長
を
比
較
す
る
試
験

地
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

秋
山
東
濃
署
長
の
挨
拶
の
後
、
森
林

技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
三
村
森
林
技
術

普
及
専
門
官
か
ら
コ
ン
テ
ナ
苗
用
に
開

発
さ
れ
た
器
具
及
び
試
験
地
の
植
栽
方

法
等
の
説
明
を
受
け
植
栽
を
実
施
し
、

苗
木
の
番
号
付
け
及
び
計
測
を
行
い
ま

「ヤマシャクヤク」の花

電気柵を取り付け中

コンテナ苗用器具で植栽の様子

て
修
復
工
事

を
行
っ
た
も

の
で
現
在
は
、

「
御
料
館
」
の

愛
称
で
一
般

公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

庁
舎
内
に

は
、
明
治
初

期
作
成
の
木

曽
谷
模
型
や

御
料
林
時
代

の
道
具
類
、
写
真
、
絵
葉
書
、
建
設
当

初
の
庁
舎
の
部
品
な
ど
の
貴
重
な
資
料

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
木
曽
地
域
に
関
わ
る
林
業
遺

産
と
し
て
は
す
で
に
「
木
曽
森
林
鉄

道
」、「
旧
木
曽
山
林
学
校
に
か
か
わ
る

林
業
教
育
資
料
な
ら
び
に
演
習
林
」、

「
木
曽
式
伐
木
運
材
図
会
」
が
選
定
さ

れ
て
お
り
、
地
域
全
体
と
し
て
の
価
値

の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
日
本
森
林
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

２
０
１
７
年
度
の
林
業
遺
産
選
定
結
果

と
主
な
内
容
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://w
w

w
.forestry.jp/activity/

forestrylegacy/catalog/2017.htm
l

低
コ
ス
ト
再
造
林
に
向
け
た

�
現
地
検
討
会
を
開
催

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

地
域
共
に
希
少
植
物
を
保
護

現在の旧庁舎（平成二十八年撮影）
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し
た
。

　

真
夏
の
よ
う
な
天
候
の
中
、
四
〇
〇

本
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
及
び
計
測
を

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

植
栽
し
た
苗
に
つ
い
て
は
今
後
三
年
間

生
長
量
測
定
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

 

［
東
信
署
］
五
月
十
五
日
、
東
信
森
林

管
理
署
に
お
い
て
、
東
信
木
材
セ
ン

タ
ー
協
同
組

合
連
合
会

（
長
野
県
小

諸
市
、
齊
藤

敏
理
事
長
）

へ
の
長
官
感

謝
状
の
贈
呈

式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
制
度
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
①
森
林
づ
く
り
に
功
労
の

あ
っ
た
者
、
②
森
林
環
境
保
護
に
功
労

の
あ
っ
た
者
、
③
国
産
材
利
用
推
進
に

功
労
の
あ
っ
た
者
の
三
つ
の
贈
呈
基
準

が
あ
り
、
今
回
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
国

産
材
利
用
推
進
に
功
労
が
あ
っ
た
者
と

し
て
中
部
森
林
管
理
局
で
は
唯
一
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン

タ
ー
は
、
昭

和
六
十
二
年

二
月
に
長
野

県
東
信
地
域

の
カ
ラ
マ
ツ

を
主
体
と
す

る
県
産
材
の

需
要
拡
大
と

円
滑
な
流
通

を
目
的
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
北
、
関
東
、
中
部
、
北
陸
、
山
陰

の
各
合
板
メ
ー
カ
ー
へ
の
原
木
の
販

売
、
東
北
、
四
国
、
九
州
方
面
へ
の
土

木
用
材
の
販
売
、 

国
有
林
の
シ
ス
テ
ム

販
売
を
積
極
的
に
活
用
し
た
集
荷
量
の

拡
大
に
取
り
組
み
、
年
間
取
扱
量
は
、

平
成
十
八
年
度
に
約
三
万
五
、〇
〇
〇

立
方
㍍
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
に
は
約

一
六
万
立
方
㍍
と
、
確
実
に
伸
び
て
お

り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
そ
れ
を
下

支
え
す
る
地
場
産
業
の
振
興
、
雇
用
の

創
出
に
も
貢
献
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
・
愛
知
所
］
五
月

十
九
日
、
愛
知
県
愛
西
市
で
、
平
成

三
十
年
度
愛
知
県
植
樹
祭
・
愛
西
市
植

樹
祭
、
第
七
十
回
全
国
植
樹
祭
一
年
前

記
念
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
入
川
名
古
屋
事
務
所

長
、
酒
向
愛
知
所
長
な
ど
関
係
者
を
含

め
て
約
二
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
村
愛
知
県
知
事
か
ら

「
第
七
十
回
全
国
植
樹
祭
に
向
け
万
全

の
準
備
を
進
め
る
ほ
か
、
緑
に
育
ま
れ

た
豊
か
な
愛
知
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
等
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歌
手
の
岡
村
孝
子
さ
ん
が
作

詞
・
作
曲
さ
れ
た
全
国
植
樹
祭
イ
メ
ー

ジ
ソ
ン
グ
「
と
・
も
・
に
」
が
初
披
露

さ
れ
、
来
年
の
全
国
植
樹
祭
に
向
け
て

機
運
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
愛
西
市
親
水
公
園
内

に
て
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
植
樹
祭
は
終

了
し
ま
し
た
。

　

愛
知
県
内
で
は
、
今
後
二
〇
一
九
年

春
の
第
七
十
回
全
国
植
樹
祭
に
向
け
て

記
念
事
業
や
関
連
事
業
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
］
愛
知
県
犬
山
市
立
犬
山
中

学
校
の
二
年
生
二
百
十
名
が
、
総
合
学

全
国
植
樹
祭
一
年
前
記
念
イ
ベ
ン
ト

　
愛
知
県
植
樹
祭
・

�

愛
西
市
植
樹
祭
を
開
催

犬
山
中
学
が

�

二
泊
三
日
で
木
曽
総
合
学
習

東信木材センター場内

愛知県知事、愛西市長などによる記念植樹

ヒノキチップの運搬作業

小相沢代表理事専務へ
澤山署長より感謝状贈呈

国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
へ

�

林
野
庁
長
官
感
謝
状
を
贈
呈
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コ
シ
ノ
フ
ユ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
し

た
。

　

富
山
署
も
イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
を
出
展

し
、
森
林
の
働
き
や
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
す

る
パ
ネ
ル
展
示
や
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
誰
も
が
自
由
に
参

加
で
き
る
工
作
ブ
ー
ス
に
は
、
早
く
か

ら
大
勢
の
児
童
や
親
子
連
れ
が
訪
れ
、

賑
わ
い
と
活
気
あ
る
空
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
、
み
な
真
剣
な
面
持
ち
で

思
い
思
い
の
作
品
造
り
に
取
り
組
ま

れ
、
発
想
や
表
現
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ

れ
る
力
作
が
次
々
と
作
り
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
普
段
の
業
務
で
は
関
わ
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
々
と
も
交
流
す
る
中

で
、
森
林
管
理
署
の
仕
事
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

 

［
南
信
署
］
五
月
二
十
日
、～
続
け
よ

う 

植
え
て
育
て
て 

緑
の
輪
～
を
テ
ー

マ
に
下
諏
訪
町
の
『
町
制
施
行
百
二 

十
五
周
年
記
念 

御
柱
の
森
づ
く
り
植

樹
祭
・
樅
の
木
街
道
植
樹
祭
』
が
五
月

晴
れ
の
新
緑
眩
し
い
爽
や
か
な
東
俣
国

有
林
に
お
い
て
来
賓
、
町
民
、
み
ど
り

習
の
た
め
木
曽
を
訪
れ
、
五
月
十
五
・ 

十
六
日
の
二
日
間
、
当
署
管
内
の
国
有

林
に
お
い
て
体
験
学
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

初
日
は
３
班
に
分
か
れ
、「
赤
沢
渓

谷
を
美
し
く
す
る
保
護
管
理
協
議
会
」

の
会
員
と
当
署
が
協
働
し
て
行
っ
て
い

る
、
上
松
町
の
赤
沢
自
然
休
養
林
内
で

の
サ
ク
ラ
苗
木
の
植
樹
や
木
曽
ヒ
ノ
キ

等
の
根
の
保
護
作
業
を
行
う
と
と
も

に
、
観
光
客
が
歩
き
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
遊
歩
道
に
ヒ
ノ
キ
の
チ
ッ

プ
を
ま
く
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
業
終
了
後
に
は
、「
大
人
に
な
っ

た
ら
こ
の
場
所
を
再
び
訪
れ
て
、
植
樹

し
た
木
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
の
を
見

て
み
た
い
」「
自
分
で
ま
い
た
チ
ッ
プ

で
観
光
客
が
喜
ん
で
く
れ
る
と
嬉
し

い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
生
徒
四
、五
人
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
木
曽
地
域
内
で
地
域
の

特
産
品
作
り
や
木
工
・
林
業
体
験
を
実

施
し
、
木
曽
森
林
管
理
署
で
は
、
生
徒

五
人
を
対
象
に
木
祖
村
に
あ
る
小
木
曽

国
有
林
内
で
除
伐
・
枝
打
体
験
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

犬
山
中
学
校
総
合
学
習
で
は
、
木
曽

川
を
縁
に
し
た
上
下
流
域
交
流
の
一
環

で
平
成
十
一
年
か
ら
毎
年
国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
お
り
、
当
署

と
し
て
も
、
下
流
域
の
将
来
を
担
う
中

学
生
が
森
林
・
林
業
に
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、
地
元
の

協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、
木
曽
総

合
学
習
を
今
後
と
も
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
富
山
署
］
富
山
県
（公）
と
や
ま
緑
化
推

進
機
構
は
、
五
月
二
十
日
、
富
山
県
射

水
市
の
県
民
公
園
太
閤
ラ
ン
ド
に
お
い

て
「
と
や
ま
森
と
木
の
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
平
成

二
十
九
年
五
月
に
富
山
県
で
四
十
八
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
第
六
十
八
回
全

国
植
樹
祭
」
を
記
念
し
た
メ
モ
リ
ア
ル

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

新
緑
香
る
好
天
の
も
と
行
わ
れ
た
開

会
式
典
に
は
、
石
井
富
山
県
知
事
を
は

じ
め
、
宮
澤
中
部
森
林
管
理
局
長
も
主

賓
と
し
て
来
場
し
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
記
念
植
樹
で
は
、
舟
橋
花

と
緑
の
少
年
団
の
児
童
と
共
に
、
前
回

の
植
樹
祭
で
皇
后
陛
下
が
植
え
ら
れ
た

昨
年
の
全
国
植
樹
祭
の
メ
モ
リ
ア
ル

�

と
や
ま
森
と
木
の
フ
ェ
ス
タ
開
催

植
樹
し
た
モ
ミ
が
御
用
材
に
な
る
に
は

�

百
年
か
二
百
年
後
、
次
世
代
へ

工作ブースで真剣に作品造り

木曽赤沢の自然と共に記念写真
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の
少
年
団
、
御
柱
用
材
を
育
む
会
等
約

二
百
五
十
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

青
木
悟
下
諏
訪
町
長
か
ら
、
植
樹
場
所

を
提
供
し
た
南
信
管
理
署
へ
の
お
礼
と

と
も
に
「
森
林
は
水
源
林
と
し
て
の
役

割
も
果
た
し
て
い
る
。
御
柱
の
御
用
材

に
な
る
木
を
育
て
御
柱
の
森
と
し
て
守

り
育
て
て
行
く
こ
と
が
大
切
」
と
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
当
署
の
久
保
署
長

か
ら
は
、「
上
流
域
の
下
諏
訪
町
で
健

全
な
森
林
を
育
て
る
と
豊
か
な
養
分
が

天
竜
川
を
通
じ
て
下
流
域
に
運
ば
れ
、

最
終
的
に
は
河
口
や
沿
岸
の
海
の
水
産

資
源
も
豊
か
に
す
る
。
多
様
な
森
づ
く

り
を
推
進
し
国
民
共
通
の
財
産
で
あ
る

国
有
林
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
下
諏
訪
町
の
木
遣
り
保

存
会
の
木
遣
り
が
披
露
さ
れ
、
甲
高
い

「
曳
行
の
木
遣
り
唄
」
が
森
中
に
響
き

渡
る
と
参
加
者
は
「
こ
れ
は
さ
ん
の
う

え
！
よ
い
さ
！
よ
い
さ
！
よ
い
さ
！
」

と
合
い
の
手
を
入
れ
て
植
樹
へ
の
気
分

を
高
揚
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
無
事
に
育
っ
て
将
来

の
御
柱
に
な
る
よ
う
に
！
」
と
の
願
い

を
込
め
て
モ
ミ
の
苗
木
を
丁
寧
に
植
え

込
ん
だ
後
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
食
害
を
防

ぐ
た
め
防
鹿
ネ
ッ
ト
で
囲
う
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

  

今
回
の
植
樹
祭
で
、
下
諏
訪
町
の
町

制
百
二
十
五
周
年
に
因
ん
で
高
さ
二
㍍

程
の
モ
ミ
の
苗
木
百
二
十
五
本
を
植
樹

し
ま
し
た
。

　

当
署
と
御
柱
の
森
づ
く
り
協
議
会
と

の
間
で
は
、
平
成
十
四
年
に
、
諏
訪
地

方
の
伝
統
的
な
行
事
で
あ
る
諏
訪
大
社

の
御
柱
祭
で
使
用
可
能
な
モ
ミ
大
径
材

の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
御
柱
の
森
（
木
の
文
化
を
支
え
る

森
）
」
の
森
林
整
備
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
植
樹
し
た
モ
ミ
が
御
用
材
と

な
る
に
は
百
年
、
二
百
年
の
長
い
歳
月

が
か
か
り
ま
す
が
、
将
来
御
用
材
と

な
っ
て
諏
訪
地
方
の
伝
統
あ
る
大
祭
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

 

［
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
名
古
屋
事
務

所
・
木
曽
署
］
五
月
二
十
九
日
、
木
曽

森
林
管
理
署
管
内
の
赤
沢
自
然
休
養
林

で
、
木
曽
川
下
流
域
の
住
民
を
対
象
と

し
た
「
木
曽
の
国
有
林
見
学
会

二
〇
一
八
春
季
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
木
曽
川
下
流
域
住
民

の
方
々
に
、
木
曽
川
源
流
域
の
国
有
林

を
訪
ね
て
も
ら
い
、
江
戸
時
代
か
ら
深

い
繋
が
り
を
持
つ
木
曽
地
域
と
木
曽
川

下
流
域
と
の
関
係
や
、
木
曽
地
域
の
林

業
の
歩
み
、
名
古
屋
市
の
白
鳥
貯
木
場

に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
運
材
技
術
の
変

遷
や
木
材
の
出
材
地
を
実
際
に
見
聞
き

し
「
四
百
年
の
歴
史
」
を
体
感
す
る
中

で
、
日
本
の
森
林
・
林
業
の
現
状
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
木
曽
地
域
の
支
援
を
目
的
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
名
古
屋
市

内
を
中
心
に
参
加
さ
れ
た
三
十
六
名
と

ス
タ
ッ
フ
一
名
の
三
十
七
名
が
名
古
屋

事
務
所
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」
を
出

発
、
一
路
木
曽
路
に
向
い
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
森
林
鉄
道
や
木
曽

ヒ
ノ
キ
に
関
す
る
映
像
な
ど
を
見
る
と

と
も
に
、
途
中
か
ら
バ
ス
に
乗
車
し
た

木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
所

長
か
ら
、
赤
沢
自
然
休
養
林
ま
で
の
景

勝
地
等
の
説
明
を
受
け
、
想
い
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
生
地
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

毎
回
好
評
の
国
有
林
見
学
開
を
開
催説明を聞く参加者

植樹中も木遣り唄を披露
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ま
た
、
散
策
の
傍
ら
赤
沢
自
然
休
養

林
内
で
実
施
し
て
い
る
「
パ
ズ
ル
ラ

リ
ー
」
に
も
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
名
古
屋
市
で
は
見

ら
れ
な
い
自
然
が
見
ら
れ
大
変
よ
か
っ

た
」「
森
林
鉄
道
に
乗
れ
て
よ
か
っ
た
」

「
ま
だ
ま
だ
見
た
り
な
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
催
し
は
、
木
曽
復
興
支

援
の
取
組
と
し
て
も
位
置
づ
け
て
お

り
、
今
後
も
実
施
に
あ
た
り
参
加
者
の

意
見
・
目
線
を
と
ら
え
、
よ
り
意
義
の

あ
る
催
し
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。

 

［
東
信
署
］
五
月
三
十
日
、
南
佐
久
建

設
会
館
（
長
野
県
佐
久
市
）、
立
科
国

有
林
一
一
五
林
班
（
同
市
）
を
会
場

に
、
よ
り
安
全
な
伐
倒
技
術
を
習
得
す

る
た
め
、
長
野
国
有
林
森
林
整
備
協
会

東
信
支
部
と
東
信
森
林
管
理
署
の
共
催

で
伐
倒
技
術
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

シ
ッ
プ
第
一
回
と
二
回
総
合
優
勝
、
第

三
回
総
合
準
優
勝
の
前
田
智
広
氏
（
青

森
県
：
有
限
会
社
前
田
林
業
）
と
ハ
ス

ク
バ
ー
ナ
・
ゼ
ノ
ア
株
式
会
社
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
縣
毅
史
氏
を
招
き
、

当
署
製
品
生
産
事
業
請
負
事
業
体
、
長

野
県
上
田
・
佐
久
地
域
振
興
局
林
務

課
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防

止
協
会
ほ
か
約
百
十
名
参
加
の
下
、
実

施
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
講
義
で
は
、
日
本
伐
木

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
の
概
要
や

世
界
大
会
の
概
要
に
加
え
、
競
技
の
内

容
が
実
際
の
作
業
現
場
で
ど
う
生
か
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

午
後
は
会

場
を
立
科
国

有
林
に
移

し
、
前
田
講

師
の
予
め
決

め
た
方
向
に

確
実
に
伐
倒

す
る
実
演
の

あ
と
、
参
加

者
の
う
ち
代

表
五
名
が
そ

れ
ぞ
れ
伐
倒

し
作
業
着
手

前
か
ら
伐
倒

終
了
ま
で
の

作
業
方
法
、

手
順
、
安
全

面
で
注
目
す

べ
き
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
講
師
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
な
ど
し
ま
し

た
。

　

現
場
技
能
者
か
ら
は
前
田
講
師
に
対

し
て
数
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
安
全

作
業
に
対
す
る
真
剣
で
積
極
的
な
姿
勢

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
本
研
修
会
を

契
機
に
安
全
な
伐
倒
作
業
に
心
が
け
、

技
術
の
向
上
へ
の
取
組
に
つ
い
て
全
員

で
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

赤
沢
自
然
休
養
林
に
到
着
後
、
暖
か

な
春
の
日
差
し
の
下
で
昼
食
を
と
り
、

森
林
鉄
道
で
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
森
林
と
渓

流
が
織
り
な
す
景
色
を
眺
め
な
が
ら
終

点
の
「
丸
山
渡
停
車
場
」
に
移
動
し
、

職
員
の
ガ
イ
ド
に
よ
り
、
歴
史
と
と
も

に
育
ま
れ
て
き
た
樹
齢
三
百
年
余
り
の

木
曽
ヒ
ノ
キ
や
サ
ワ
ラ
が
生
い
茂
る
林

内
を
散
策
し
、
木
曽
の
林
業
の
歴
史
や

運
材
方
法
、
伊
勢
神
宮
と
の
関
わ
り
、

木
曽
五
木
の
樹
種
の
見
分
け
方
や
特
徴

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

伐
倒
技
術
と
安
全
作
業
の
向
上
を

�

目
指
し
て
研
修
会
を
開
催

森林鉄道に乗込み森林の中へ出発

前田講師（最前列オレンジ色ウエア）を囲んで！

参加者が伐倒作業後の振返り指導
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富
山
署
　
常
願
寺
川
治
山
事
業
所

　

常
願
寺
川
治
山
事
業
所
は
富
山
県
富

山
市
（
旧
大
山
町
）
に
所
在
し
、
我
が

国
屈
指
の
急
流
河
川
で
あ
る
常
願
寺
川

の
上
流
部
、
ス
ゴ
谷
に
て
常
願
寺
川
地

区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ス
ゴ
谷
は
、
立
山
カ
ル
デ
ラ
の
南
側

に
接
し
た
流
域
で
す
。
立
山
カ
ル
デ
ラ

は
、
東
西
約
六・五
㌔
㍍
、
南
北
約
四
・

五
㌔
㍍
の
巨
大
な
く
ぼ
地
で
、
立
山
火

山
の
崩
壊
と
浸
食
に
よ
っ
て
拡
大
し
た

浸
食
カ
ル
デ
ラ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

カ
ル
デ
ラ
の
縁
に
位
置
す
る
鳶
山
は
、

安
政
の
大
地

震
（
飛
越
地

震
）
に
よ
り

大
崩
壊
が
発

生
。
後
に
、

大
量
の
土
砂

が
下
流
域
の

富
山
平
野
へ

土
石
流
と

な
っ
て
流
出

し
、
多
く
の

人
命
や
田
畑
を
飲
み
込
み
、
県
土
を
著

し
く
疲
弊
さ
せ
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

富
山
県
は
、
常
願
寺
川
下
流
一
帯
の

災
害
復
旧
対
策
と
し
て
、
明
治
時
代
半

ば
に
は
県
予
算
の
半
分
以
上
を
治
山
治

水
事
業
に
投
入
。
明
治
三
十
九
年
か
ら

工
事
箇
所
を
土
砂
生
産
源
で
あ
る
立
山

カ
ル
デ
ラ
内
へ
伸
ば
し
、
後
に
国
の
直

轄
砂
防
事
業
に
受
け
継
が
れ
て
今
日
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ス
ゴ
谷
に
つ
い
て
は
、
立
山

カ
ル
デ
ラ
か
ら
は
外
れ
る
も
の
の
鳶
山

の
南
～
西
斜
面
に
あ
た
る
た
め
、
山
地

災
害
対
策
の
対
象
と
し
て
関
心
が
高

く
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
平
成
八
年
ま

で
、
富
山
県
が
補
助
治
山
事
業
を
展

開
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
業
規
模
が
大

き
く
高
度
な
技
術
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
平
成
九
年
度
か
ら
国
の
直
轄
治
山

事
業
と
し
て
事
業
者
主
体
を
改
め
、
現

在
二
十
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

当
地
の
特
徴
は
、
積
雪
に
よ
り
施
工

可
能
な
期
間
が
六
月
か
ら
十
一
月
上
旬

ま
で
と
短
期
間
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

現
地
へ
の
短
絡
路
が
無
く
有
峰
林
道
を

大
き
く
迂
回
す
る
形
で
ア
ク
セ
ス
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
可
能
時
期
は
短

く
、
か
つ
、
ミ
キ
サ
ー
に
よ
る
運
搬
時

間
が
長
く
な
る
こ
と
か
ら
、
品
質
の
確

保
は
も
と
よ
り
資
材
費
の
掛
増
し
が
問

題
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
平
成
二
十
七

年
度
に
は
、
現
地
の
花
崗
岩
も
し
く
は

安
山
岩
の
大
転
石
を
重
力
式
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ダ
ム
に
内
包
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
運
搬
・
使
用
量
を

減
ら
し
、
コ
ス
ト
の
縮
減
や
工
期
の
短

縮
を
図
る
新
た
な
工
法
に
も
取
り
組
ん

だ
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
当
地
は
貴
重
な
自
然
を
有
す

る
中
部
山
岳
国
立
公
園
内
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら
、
山
腹
工
で
は
種
子
な
し
の

植
生
基
材
を
吹
き
付
け
、
現
地
の
植
物

の
定
着
に
よ
る
緑
化
を
促
進
す
る
な

ど
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
工
法
で
施

工
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

事
業
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
で
あ
る
有

峰
林
道
は
、
総
延
長
九
三
㌔
㍍
の
県
営

林
道
で
あ
り
、
日
本
で
は
珍
し
い
有
料

林
道
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
前

に
建
設
が
始
ま
っ
た
巨
大
な
有
峰
ダ
ム

建
設
の
た
め
に
作
設
さ
れ
た
も
の
で
、

治
山
・
砂
防
事
業
の
資
材
運
搬
経
路
に

な
っ
て
い
る
ほ
か
、
夏
場
は
キ
ャ
ン
プ

な
ど
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
の

入
れ
込
み

者
、
と
り
わ

け
薬
師
岳

（
標
高
二
、

二
九
二
㍍
）

や
、
北
ア
ル

プ
ス
奥
地
へ

ア
プ
ロ
ー
チ

す
る
登
山
者

が
登
山
口

（
折
立
）
ま

で
移
動
す
る

乗
用
車
で
賑
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

　

林
道
が
で
き
る
以
前
の
薬
師
岳
は
、

ダ
ム
に
水
没
し
た
有
峰
集
落
の
住
民
ら

が
薬
師
如
来
を
祀
っ
た
信
仰
の
山
で
あ

り
、
長
時
間
の
登
山
を
経
な
け
れ
ば
た

ど
り
着
け
な
い
名
峰
で
し
た
が
、
今
で

は
登
山
道
も
整
備
さ
れ
、
朝
、
富
山
市

内
を
出
発
す
れ
ば
、
一
泊
二
日
で
山
頂

に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
夏
の
有
峰
へ
足
を
伸

ば
し
て
み

て
は
い
か

が
で
し
ょ

う
か
。

立山カルデラ

有峰ダムと有峰湖大内治山技術官

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂
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名
古
屋
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
熱
田
神
宮

が
あ
り
ま
す
。
境
内
に
は
、
本
宮
、
別

宮
な
ど
四
三
社
が
祀
ら
れ
、
そ
の
面
積

は
約
一
九
㌶
あ
り
都
会
の
中
の
オ
ア
シ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
お
宮
と
は
別
に
境
内
の
見

ど
こ
ろ
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま

す
。

■
信
長
塀

　

織
田
信
長
が

桶
狭
間
出
陣
の

際
に
、
神
宮
に

必
勝
祈
願
を
し

て
、
戦
勝
の
お

礼
と
し
て
奉
納

さ
れ
た
も
の
で

す
。
写
真
な
ど

で
は
あ
ま
り
長

く
見
え
ま
せ
ん

が
、
途
中
途
切
れ
て
は
い
る
も
の
の
約

一
二
〇
㍍
残
っ
て
い
ま
す
。

■
二
十
五
丁
橋

　

名
古
屋
で
は
最
古
の
石
橋
と
い
わ
れ

て
い
る
橋
で
す
。
板
石
が
二
十
五
枚
並

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

■
お
清
水

　

湧
き
水
の
中
に
あ
る
苔
む
し
た
石
は

享
禄
の
古
図

（
一
五
二
九
年

頃
）
に
も
描
か

れ
て
い
る
楊
貴

妃
の
石
塔
の
一

部
と
の
説
も
あ

り
ま
す
。
こ
こ

の
水
で
肌
を
洗
え
ば
綺
麗
に
な
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
森
林
管
理
局
ら

し
く
境
内
の
樹
木
の
情
報
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
大
楠

　

手
水
舎
近
く

に
あ
り
、
弘
法

大
師
の
お
手
植

え
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
幹

周
り
七
・七
㍍
、

樹
高
二
〇
㍍
、
樹
齢
は
千
年
以
上
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

■
ク
ス
ノ
キ

　

名
古
屋
市

の
保
存
樹
に

指
定
さ
れ
て

い
る
ク
ス
ノ

キ
で
す
。「
こ

こ
ろ
の
小
径
」

沿
い
に
あ
り
、

幹
周
り
七
・
八
二
㍍
、
樹
高
が
二
三

㍍
の
巨
木
で
す
。

■
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ

　

こ
ち
ら
も
市
の
保
存
樹
で
す
。
日
本

神
話
で
は
、
天
照
大
神
が
岩
戸
隠
れ
を

し
た
際
に
天
鈿
女
命
が
オ
ガ
タ
マ
ノ
キ

を
手
に
踊
っ
た
と
記
さ
れ
て
ま
す
。

■
な
ら
ず
の
梅

　

毎
年
、
二
月
に
は
花
を
咲
か
せ
る
の

で
す
が
、
一
度
も
実
を
つ
け
た
こ
と
が

な
い
こ
と
か
ら
「
不
実
梅
（
な
ら
ず
の

う
め
）」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
神
鶏

　

神
宮
の
境
内

に
は
ニ
ワ
ト
リ

が
放
し
飼
い
に

さ
れ
て
い
ま

す
。
ニ
ワ
ト
リ

は
神
の
使
い
と

さ
れ
て
い
て
、

運
が
良
け
れ
ば

出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の

暑
い
時
期
、
参

拝
に
合
わ
せ
て

都
会
の
オ
ア
シ

ス
を
散
策
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ご当地

自慢
熱田の杜のご案内

名古屋事務所

63

二十五丁橋 信長塀

お清水大楠

ならずの梅

オガタマノキ クスノキ

神鶏

名
古
屋
市
営
地
下
鉄　

名
城
線　

神
宮
西
駅
、

Ｊ
Ｒ
熱
田
駅
、
名
鉄
神
宮
前
駅　

近
く
。

熱田の森
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①
上
旬
頃　

白
馬
大
雪
渓�（
中
信
署　

白
馬
村
）

　

白
馬
大
雪
渓
を
訪

れ
る
お
薦
め
時
期
は

積
雪
が
落
ち
着
く
７

月
頃
か
ら
。
雪
渓
サ

イ
ド
に
は
、
白
馬
岳

を
目
指
す
登
山
者
を

優
し
く
迎
え
る
お
花

畑
が
あ
り
高
山
の
短

い
夏
を
彩
り
ま
す
。

②
上
旬
頃　

美
ヶ
原
高
原
の
レ
ン
ゲ
ツ
ジ

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

日
本
百
名
山
の
一

つ
で
あ
る
美
ヶ
原
高

原
は
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
の
コ
ー
ス
も
豊
富

に
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
、
６
月
下

旬
か
ら
７
月
上
旬
に

咲
く
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

は
有
名
。
面
積

六
〇
〇
㌶
の
高
原
は

高
山
植
物
を
は
じ

め
、
樹
木
・
昆
虫
・
野
鳥
も
。
ま
さ
に
そ
の
名

の
と
お
り
「
美
し
い
高
原
」
で
す
。

③�

１
日　

長
野
県
林
業
大
学
校
「
公
開
講
座
」

第
１
回
【
木
製
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ツ
ー
ル
を
作

ろ
う
】�

（
木
曽
署　

木
曽
町
）

　

講
師
が
デ
ザ
イ
ン
し
地
域
材
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
ス
ツ
ー
ル
（
い
す
）
を
自
ら
の
手
で
作

り
上
げ
る
体
験
（
定
員
及
び
対
象
は
木
曽
町
の

小
学
生
25
名
）（
企
画
・
運
営
：
木
曽
町
教
育

委
員
会
）

④
１
日　

御
嶽
山
合
同
開
山
祭

�

（
木
曽
署　

木
曽
町
・
王
滝
村
）

　

木
曽
の
霊
峰
「
御
嶽
山
」
の
山
開
き
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

木
曽
町
黒
沢
登
山
口
と
王
滝
村
王
滝
登
山
口

で
毎
年
交
互
に
開
催
さ
れ
、
今
年
は
黒
沢
登
山

口
が
あ
る
御
岳
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
山
麓
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
場
で
は
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
演
奏
な

ど
式
典
に
花
を
添
え
ま
す
。

⑤
１
日　

ツ
ー
ル
・
ド
・
美
ヶ
原
２
０
１
８

�

（
中
信
署　

松
本
市
）

　

ア
ル
プ
ス
を
望
む
景
色
を
み
な
が
ら
、
標
高

差
一
、二
七
〇
㍍
と
い
う
日
本
有
数
の
難
コ
ー

ス
を
走
る
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

⑥
１
日　

立
山
夏
山
開
き�（
富
山
署　

立
山
町
）

　

古
来
か
ら
信
仰
の
山
と
し
て
日
本
三
名
山
に

挙
げ
ら
れ
る
立
山
の
山
開
き
。
立
山
駅
前
広
場

（
立
山
町
千
寿
ヶ
原
）
で
登
山
客
と
観
光
客
の

安
全
祈
願
が
実
施
さ
れ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
開

催
さ
れ
ま
す
。

⑦
６
日　

乗
鞍
岳
外
来
植
物
除
去
作
業

�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

乗
鞍
岳
の
貴
重
な
植
物
保
護
を
目
的
と
し

て
、
一
般
の
方
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
外
来
植
物
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ポ
ポ
の
除
去
作
業
を
実
施
し
、
作
業
後
、
乗
鞍

岳
の
雄
大
な
自
然
や
草
花
に
親
し
ん
で
い
た
だ

く
ミ
ニ
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑧
７
日　

朝
日
岳
山
開
き�（
富
山
署　

朝
日
町
）

　

新
潟
・
富
山
両
県
に
ま
た
が
り
、
高
山
植
物

の
宝
庫
と
し
て
魅
力
的
な
朝
日
岳
。
夏
山
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、
朝
日
町
小
川
温
泉
元
湯
で
入
山

式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑨�

７
日　

も
り
が
ー
る　

～
林
業
女
子
イ
ベ
ン

ト
～�

（
北
信
署　

長
野
市
）

　

林
業
や
山
の
仕
事
が
気
に
な
る
女
子
、
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
を
全
身
で
浴
び
た
い
女
子
な
ど
な

ど
、
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
森
に
入
っ
て

木
々
の
生
命
力
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
山
に

入
る
時
の
心
得
か
ら
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
使
い
方

ま
で
、
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
。
開
催
は
、
鬼
無

里
薪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

⑩�

７
日　

金
華
山
イ
ノ
シ
シ
対
策
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　
『
街
（
ま
ち
）
の
イ
ノ
シ
シ
と
人
と
の
関
わ

り
方
』
に
つ
い
て
考
え
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
、
関
係
機
関
と
連
携
し
岐
阜
大
学
講
堂
で
開

催
し
ま
す
。

⑪�

８
日　

や
ぶ
は
ら
高
原
は
く
さ
い
マ
ラ
ソ
ン

大
会�

（
木
曽
署　

木
祖
村
）

　

従
来
か
ら
行
っ
て
い
る
10
㌔
㍍
、
５
㌔
㍍
に

加
え
、
新
た
に
2.5
㌔
㍍
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ペ
ア

部
門
を
開
催
。

⑫��

８
日　

第
15
回
乗
鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
サ
イ
ク

ル
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム�

　
（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

自
転
車
で
登
れ
る
日
本
一
高
い
と
こ
ろ
、
乗

鞍
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
標
高
１
３
６
０
㍍
地
点
か
ら

２
７
０
２
㍍
ま
で
標
高
差
１
３
４
２
㍍
全
長
約

18
㌔
㍍
を
駆
け
上
が
る
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

⑬�

12
日　
「
山
の
日
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
中
津

川�

（
東
濃
署　

中
津
川
市
）

　

恵
那
山
を
は
じ
め
と
し
た
山
の
魅
力
を
発
信

し
、
登
山
な
ど
山
と
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、
中
津
川
市
で
開
催
。
当
日
は
、
登

山
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
山
と
健
康
づ
く
り
な

ど
の
講
演
の
ほ
か
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
ま
す
。

⑭
中
旬
頃　

栂
池
自
然
園
の
花
々

�

（
中
信
署　

小
谷
村
）

　

栂
池
自
然
園
は
日
本
で
も
有
数
の
高
層
湿

原
。
７
月
が
も
っ
と
も
花
の
多
い
時
期
で
園
内

一
周
約
六
㌔
㍍
の
木
道
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

多
種
多
様
な
花
々
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
７
月

か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、
ワ
タ
ス
ゲ
や
チ
ン
グ

ル
マ
の
果
穂
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

７
月
の

〜
魅
力
イ
ッ
パ
イ
国
有
林
〜

聴
き
ど
こ
ろ

見
ど
こ
ろ

【
上
　
旬
】

コマクサ
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⑮
中
旬
頃　

乗
鞍
岳
の
高
山
植
物
が
見
頃

�

（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

乗
鞍
畳
平
の
お
花
畑
周
辺
で
高
山
植
物
の
女

王
と
呼
ば
れ
る
コ
マ
ク
サ
な
ど
が
満
開
で
す
。

⑯�

中
旬
頃　

中
央
ア

ル
プ
ス
千
畳
敷

カ
ー
ル
の
高
山
植

物
が
見
頃�

（
南
信

署　

駒
ヶ
根
市
）

　

高
低
差
日
本
最
高

の
ロ
ー
プ
ー
ウ
ェ

イ
。
雲
上
の
別
世
界

へ
。

⑰�

14
日　

郡
上
お
ど
り
開
幕
（
発
祥
祭
）

�

（
岐
阜
署　

郡
上
市
）

　

東
殿
山
国
有
林
の
麓
、
八
幡
城
下
で
７
月
中

旬
か
ら
９
月
上
旬
に

か
け
て
三
十
三
夜
に

わ
た
っ
て
踊
る
日
本

一
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
盆

踊
り
で
す
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

の
徹
夜
踊
り
は
8
月

13
～
16
日
の
4
日
間

で
す
。

⑱�

14
日　

高
瀬
渓
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８�

（
中
信
署
・
大
町
市
）

　

毎
年
7
月
21
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
「
森

と
湖
に
親
し
む
旬
間
」
の
前
に
、
ダ
ム
や
森
林

の
魅
力
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
ダ
ム
内
部
見
学
を
は
じ
め
親
子
で
体
験
学

習
で
き
る
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

⑲
15
日
～
8
月
31
日　

岐
阜
城
パ
ノ
ラ
マ
夜
景

�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

金
華
山
国
有
林
山
頂
に
建
つ
岐
阜
城
。
期
間

限
定
で
夜
間
営
業
し
展
望
台
か
ら
は
３
６
０
度

の
夜
景
を
楽
し
め
ま
す
。

⑳
18
日　

三
岳
夏
祭
り�

（
木
曽
署　

木
曽
町
）

　

女
み
こ
し
や
巨
大
な
樽
（
男
）
み
こ
し
が
迫

力
満
点
に
担
が
れ
ま
す
。
観
客
が
担
ぎ
手
に
向

か
っ
て
水
を
か
け
る
と
い
う
変
わ
っ
た
光
景
も

見
ら
れ
ま
す
。
２
つ
の
み
こ
し
が
並
ぶ
姿
も
見

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
花
火
も
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
す
。

�
20
日　

星
空
観
察
会
イ
ン
乗
鞍
夫
婦
松

�
（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

乗
鞍
夫
婦
松
駐
車
場
標
高
約
２
千
㍍
地
点
で

星
空
観
察
会
が
専
門
ガ
イ
ド
に
よ
る
特
別
解
説

付
き
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

満
天
の
星
空
は
手
の
届
き
そ
う
な
ほ
ど
で

す
。

��

22
日　

北
ア
ル
プ
ス
グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド

２
０
１
８�

（
中
信
署　

大
町
市
・
白
馬
村
・

小
谷
村
・
長
野
市
・
小
川
村
）

　

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
グ
ラ
ン
フ
ォ
ン
ド
は
、
タ

イ
ム
を
競
う
大
会
で
は
な
く
、
北
ア
ル
プ
ス
山

麓
の
自
然
と
景
観
を
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で

楽
し
み
な
が
ら
走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
１
５
０
㌔
㍍
、
１
２
０
㌔
㍍
、
１
０
０

㌔
㍍
、
70
〇
㌔
㍍
の
各
ク
ラ
ス
が
あ
り
ま
す
。

��

22
～
23
日　

水
無
神
社
例
大
祭
み
こ
し
ま
く

り�

（
木
曽
署　

木
曽
町
）

　

２
日
間
町
内
を
巡
行
し
た
の
ち
、
約
百
貫

（
約
４
０
０
㌔
㌘
）
の
白
木
の
神
輿
を
、
23
日

の
夜
に
タ
テ
に
ヨ
コ
に
転
が
し
、
落
と
し
て
一

夜
に
し
て
壊
し
て
し
ま
う
勇
壮
な
„
天
下
の
奇 

祭
＂
で
す
。
大
花
火
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

��

25
日　

乗
鞍
岳
自

然
観
察
教
室

�（
飛
騨
署　

高
山
市
）

　

自
然
観
察
指
導
員

等
が
付
き
添
い
、
畳

平
周
辺
を
散
策
し
な

が
ら
高
山
植
物
の
観

察
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

�
28
日　

全
国
選
抜
長
良
川
花
火
大
会

�

（
岐
阜
署　

岐
阜
市
）

　

金
華
山
国
有
林
の
麓
を
流
れ
る
長
良
川
河
畔

で
、
毎
年
、
全
国
か
ら
花
火
師
た
ち
が
集
結
し

花
火
の
腕
を
競
い
合
い
ま
す
。
打
ち
上
げ
数

は
、
約
３
万
発
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
打
ち

上
げ
数
で
す
。

�
28
日　

日
本
百
名
山
縦
走
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

�

（
北
信
署　

須
坂
市
）

　

高
山
植
物
を
観
賞
し
な
が
ら
、
四
阿
山
・
根

子
岳
を
縦
走
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
。
澄
ん
だ
山
の
空

気
の
中
を
約
９
㌔
㍍（
７
時
間
）
散
策
し
、
大

自
然
を
堪
能
し
よ
う
！
参
加
条
件
は
七
十
歳
以

下
、
健
脚
で
体
力
に
自
信
が
あ
る
人
。

☆�いよいよ本格的な夏山シーズンとなり、各地の山では
高山植物が花ざかりです。中部森林管理局の国有林に
は、レベルに応じて楽しめる様々な山があります。

☆�暑い都会を抜け出して爽やかな国有林に出掛けません
か。ステキな写真が撮れましたらmigoro＠maff.go.jp
まで電子メールでお送りください。（１メール容量２
MB以内）

☆�特にステキな写真は、広報誌「中部の森林」の表紙に
掲載し紹介させていただきます。あなたの写真が来月
号の表紙を飾るかもしれません。投稿をお待ちしてお
ります。
　�ご投稿には、氏名又はニックネーム、整理番号（７月
なら①～�のいずれか）、撮影日を記入してお送りくだ
さい。感想やコメントを添えて頂いても構いません。

編 集 長 だ よ り あなたの写真を！お待ちしています

【
中
　
旬
】

【
下
　
旬
】

コバイケイソウ

イワギキョウとイワツメクサ



お問い合わせ先　中部森林管理局　〒380-8575　長野県長野市大字栗田715-5　TEL 050-3160-6507   FAX 026-236-2657

※南木曽支署は平成31年1月（予定）まで庁舎工事のため上記に移転中です。 

名 古 屋 事 務 所 〒456-8620 愛知県名古屋市熱田区熱田西町1-20 TEL 050-3160-6660 FAX 052-683-9269
富 山 森 林 管 理 署 〒939-8214 富山県富山市黒崎字塚田割591-2 TEL 050-3160-6080 FAX 076-424-4934
北 信 森 林 管 理 署 〒389-2253 長野県飯山市大字飯山1090-1 TEL 050-3160-6045 FAX 0269-62-4144
中 信 森 林 管 理 署 〒390-0852 長野県松本市島立1256-1 TEL 050-3160-6050 FAX 0263-47-4754
東 信 森 林 管 理 署 〒384-0301 長野県佐久市臼田1822 TEL 050-3160-6055 FAX 0267-82-6959
南 信 森 林 管 理 署 〒396-0023 長野県伊那市山寺1499-1 TEL 050-3160-6060 FAX 0265-72-7774
木 曽 森 林 管 理 署 〒399-5604 長野県木曽郡上松町正島町1-4-1 TEL 050-3160-6065 FAX 0264-52-2582

※南　　木　　曽　　支　　署 〒399-5302 長野県木曽郡南木曽町吾妻3859-39 TEL 050-3160-6070 FAX 0264-57-2686
飛 騨 森 林 管 理 署 〒506-0031 岐阜県高山市西之一色町3丁目747-3 TEL 050-3160-6085 FAX 0577-34-8932
岐 阜 森 林 管 理 署 〒509-3106 岐阜県下呂市小坂町大島1643-2 TEL 050-3160-6090 FAX 0576-62-2503
東 濃 森 林 管 理 署 〒508-0351 岐阜県中津川市付知町8577-4 TEL 050-3160-5675 FAX 0573-82-2109
愛 知 森 林 管 理 事 務 所 〒441-1331 愛知県新城市庭野字東萩野49-2 TEL 0536-22-1101 FAX 0536-23-2254
森 林 技 術 ・ 支 援 セ ン タ ー 〒509-2202 岐阜県下呂市森876-1 TEL 050-3160-6095 FAX 0576-25-2420
木曽森林ふれあい推進センター 〒397-0001 長野県木曽郡木曽町福島1250-7 TEL 0264-22-2122 FAX 0264-21-3151
伊 那 谷 総 合 治 山 事 業 所 〒395-0001 長野県飯田市座光寺5152-1 TEL 050-3610-6075 FAX 0265-22-0149

（　）は庁舎所在市町村


